
経産省のＺＥＨはネット・ゼロエネ・ハウス
ネット・ゼロエネ＝差引でゼロエネ

昼間は系統へ売電・夜は系統から買電を前提とした
ネット・ゼロエネＺＥＨでは
将来の電気代の不安はなくせない！
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ＺＥＨの太陽光自家消費率は２割程度
残りの８割は売電！
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なぜ普通のネットゼロエネZEHでは不十分なのか？

ＦＩＴの
固定価格買取期間
はじめ１０年は
売電単価は高めに設定
ただし毎年
引き下げが続く

昼間は系統へ売電・夜は系統から買電を前提とした
差引ゼロエネのネットＺＥＨでは
将来の電気代の不安をなくせない！

ＦＩＴの
固定価格買取期間が
終了すると
売電単価が暴落する
アフターＦＩＴ問題

買電単価の
値上げは不可避
系統から買電する限り
電気代は上昇

石炭火力への
依存が続き
ＣＯ２排出が
なくならない

理由１：昼の太陽光発電の大部分を売電 理由２：夜に系統からの買電が必要
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余剰電力を
売電

売電収入
＝売電量×売電単価

不足する電力を
買電

買電支出
＝買電量×買電単価

売 買

ネット・ゼロエネ＝差引でゼロエネ

売

売

買

昼間には
太陽光の電気が余る

電力需要のピークは夜だが
太陽光発電は

ネットゼロエネでは
消費エネ＝自然エネ
つまり

売電量＝買電量

売 買

ＦＩＴの固定価格買取期間では
売電金額≒買電金額
実質ゼロコスト

売 買

ＦＩＴ期間中の売電単価引き下げ
ＦＩＴ終了後の売電単価ダウン
買電単価の引き上げで
売電金額＜買電金額

電気代の不安はなくならない！

買

夜の買電を賄うのは
石炭火力が中心

ＣＯ２排出はゼロにならない
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太陽光発電のせいで一般家庭が負担する再エネ賦課金が急増中！

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

出展：経産省エネ庁固定価格買取制度情報公開用ウェブサイト

住宅の太陽光は主犯ではないが、売電より自家消費を優先すべき時代に
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照明・家電

冷房
給湯

暖房

年間では
消費エネ＝創エネ
でゼロエネでも

季節ごとには
電気が余るor不足

消費
エネ

創
エネ

中間期・夏季は
消費エネ＜創エネで
電気が余る

系統に余裕があれば
売電できるが・・

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

創エネ

冬季は
消費エネ＞創エネで
電気が不足するので

系統から買電する必要がある

経産省ZEHは
ネット・ゼロエネ

ネットは
「差し引き」の意味

供給＞需要になると
「出力抑制」がかかり

系統に売電できず発電がムダに！ 出力抑制

春～秋は売電・冬は買電では
系統への依存がなくならない

火力発電からの
ＣＯ２排出が
なくならない

101

蓄電池も
夏の太陽光発電を
冬には繰り越せない！
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107

建物の断熱性能
ZEH標準外皮
断熱等級５？

ZEHステップアップ外皮
断熱等級６？

旧基準
(1980)

新基準
(1992)

次世代基準
(1999)

エネルギー自立住宅

ZEH Ready

ZEH Ready

＋太陽光発電

ネットゼロエネ
ZEH

ネットゼロエネ
ZEH＋
＋太陽光発電

建築物省エネ法
１次エネ等級４

断熱のみ規定・設備効率不問・任意

断熱等級２ 断熱等級３ 断熱等級４

１次エネ等級５

１次エネ15%減

１次エネ20%減

省エネ性能

１次エネ基準値

基準値から10%減

BEI 0.8★★★★★
BEI 0.85★★★★

BEI 0.9★★★

BEI 1.0★★

省エネ
ラベリング

オールシーズン
ゼロエネ
通年で差し引き
ゼロエネ

基準値から25%減
基準値から20%減

基準値から15%減

究極のエコハウスは暖房不要のエネルギー自立住宅

断熱＋日射熱で健康・快適を守れるのが真のエネルギー自立・レジリエンス住宅



売電・買電に頼らず将来にわたって電気代の心配がない
冬にも太陽エネルギーだけで自立できるのが
オールタイム・リアルＺＥＨ！

季節ごとに
利用できる
太陽エネルギー

いつの季節も
快適に暮らすのに
必要なエネルギー

＝
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太陽光発電

暖冷房負荷の削減と
省エネ行動促進により
全ての消費エネルーを
創エネ量以下に抑制

消費
エネ

太陽光発電

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

建物の工夫により
冷房なしで

快適に暮らせる期間を
できるだけ伸ばす

電気が余る時期は
電気自動車などに
発電を活用し
電気を使い切る

発電余らせて
系統に安売りしたり
出力抑制がかかる
分を減らし
ムダをなくす

房冷 暖房

春夏秋に発電しすぎず
冬になるべく発電する
年間でフラットとなる
大きめの傾斜角度

給湯

各季節で消費エネ＝創エネのゼロエネが達成できれば
外部の電源に頼らずとも

ずっと安心して暮らすことが可能！

家電・照明
車自動気

春・秋は
発電量を
抑える

冬は発電量を
なるべく増やす

オールシーズンのゼロエネ化には冬の無暖房がもっとも有効！ 109

冬には太陽光発電だけでなく
太陽熱も徹底利用！

系統の発電所も大幅削減！

系統への売電・買電を最小化し
真のエネルギー自立を達成！
暖房抜きの電力需要は
小型の蓄電池でカバー可能
災害・停電にも強い！



冬は
低温乾燥

夏は曇りがち ただし
太陽は豊富！

高温多湿

夏はよく晴れる

気温は低いので
通風で十分

冬は毎日曇り

１日中低温

徹底断熱の
「守りのパッシブ」
が有利

太陽を活かした
「攻めのパッシブ」
が有効！

熱中症予防に
冷房は不可欠！
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夏の快適範囲
２５～２７℃

冬の快適範囲
２２～２６℃

夏 秋 冬 春春

気
温

外気温度

室温
パッシブ

室温
パッシブ＋アクティブ

断熱気密 日射取得

暖房

冷房

夏のパッシブ

冬のパッシブ

建物の性能で支えるパッシブ設計＆エネルギーで調整するアクティブ設備
111



無暖房住宅はすでに実現している（川越：夢建築工房）
112
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12:00
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12:00

エアコン電力 外気 1Fリビング 1Fトイレ 2Fホール

エアコン電力量
1.6kWh/日

エアコン電力量
4.8kWh/日

エアコン電力量
1.6kWh/日

20

1Fリビング 1Fリビング 1Fリビング 1Fリビング 1Fリビング 1Fリビング 1Fリビング

600

日平均21.4℃ 日平均21.1℃ 日平均21.0℃ 日平均20.0℃ 日平均21.5℃ 日平均22.8℃ 日平均22.3℃
19.5℃～25.0℃ 19.5℃～25.1℃ 18.8℃～24.4℃ 18.6℃～20.5℃ 20.0℃～22.9℃ 21.7℃～25.9℃ 20.5℃～25.7℃

10 400

外気日平均5.9℃ 外気日平均3.8℃ 外気日平均5.5℃ 外気日平均4.2℃ 外気日平均5.2℃ 外気日平均9.6℃ 外気日平均6.1℃
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温度[℃] エアコン電力
[W] 800

01/04 01/05 01/06 01/07 01/08 01/09

2020年１月
外気気温平均5.8℃
リビング室温平均21.2℃
１月の消費電力量 43.6kWh/月

0暖房費約1,200円

日射熱取得＋蓄熱で
01/10無暖房住宅は十分に可能！
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夢建築工房 岸野浩太

断熱と日射取得で無暖房住宅を実現！ 地域工務店はやればできる！
地域工務店の多くは組織が小さく日々の仕事に追われており、省エネ住宅をきちんと理解して施工している
ところはまだまだ少数です。しかしそういった工務店こそ頑張り先頭に立って地域の家づくりに貢献しなけれ
ばならないと思います。今の住宅の省エネ政策を見ると、設備ありきの基準で建物本体の性能値の甘さや施
工（気密・持続可能性）に対しての基準がないなど、とても残念に思います。さらに4月からは住宅性能の説明
義務化が始まりますが、私は省エネ基準よりも高いレベルで適合義務化にするべきだと思います。適合義務
化することで、地域工務店も高性能な住宅を造る為に努力するようになります。
弊社は10名ほどのスタッフで地元を中心に施工する工務店ですが、20年ほど前に造っていた住宅は、そこ
そこの断熱性能で全館暖房をうたっておりました。しかし想像以上に暖房費がかかってしまい、この性能では
暖房費は減らない（省エネではない）ことに気付きました。そこで気密性・断熱性、そして設計力・施工力を上げ
て、現在は無暖房に近い高性能な住宅を建てることが可能となりました。今では、年間棟数の9割がそういっ
た無暖房住宅になっています。特別な設備を利用するのではなく、建物本体を高性能化し太陽などの自然
の力を利用することで、本当の省エネが実現できるのです。脱炭素化にむけて、私たち工務店は早急に持続
可能な高レベルの省エネ住宅を造る力を身につける必要があると思います。



116断熱と日射取得で無暖房こそが、寒さから命を守る真のレジリエンスにつながる！

東日本大震災直後の東北で
高断熱と日射取得の組み合わせは
停電時暖房なしでも健康温度を守れた！



令和元年度建築基準整備促進事業

住宅分野における蓄熱利用
蓄熱利用に関する社会的背景
• 2019年以降のPV搭載住戸における固定価格買取期間終了（いわゆるアフターFIT）に伴いPV余剰電力の買い
取り価格が低下する中、自家消費率の向上が課題

• 給湯・暖冷房機器の機器単体の効率向上がペースダウンする中、制御による省エネが重要になりつつある
本調査の対象と内容
• 住宅のエネルギー消費量の多くを占める「給湯」と「暖冷房」を対象とする
• 給湯については、貯湯式のCO2HP給湯器（商品名︓エコキュート EQ）、およびハイブリッド給湯機を対象
とし、昼間沸上制御におけるPV自家消費率等を算出した

• 暖冷房については、近年製品事例が増え評価方法も構築されつつある「蓄熱建材」による躯体蓄熱を検討対
象とし、「アクティブ蓄熱」の検証実験および「パッシブ蓄熱」の効果算出を行った

CO2HP給湯機による 躯体蓄熱による
負荷低減・PV自家消費率向上

アクティブ蓄熱︓人工環境試験室にて蓄熱パネル
の挙動を詳細に把握
パッシブ蓄熱︓開口部からの日射熱を蓄熱した場
合の暖房負荷削減効果についてモデル化・算出

冬期 日射熱によるパッシブ蓄熱による暖房負荷低減

蓄熱

PV発電の自家消費率向上
• 370L/460Lの大型貯湯槽、ヒートポンプ消費
電力1kW程度で安定した電力需要になりうる

• アフターFITを念頭に、従来の深夜電力利用
から昼間沸上を行う機種が登場

• 建築物省エネ法で検討中の算定法を昼間沸上
に拡張し、PV自家消費率等を算出

ハイブリッド給湯機による
PV発電の自家消費率向上

• ガス補助熱源があるため、貯湯タンク全量を
昼間沸上に利用することが可能

• 省エネ法の日消費電力量は現行のまま、昼間
沸上制御での電力時間帯割付を変更し算出

蓄電ばかりが話題になるが、太陽光自家消費と無暖房化には蓄熱も有効

22

令和元年度建築基準整備促進事業E10.住宅における蓄電・蓄熱された電力・熱の評価の基盤整備
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温度

朝起きた時に寒く感じると
暖房をONにしてしまう

暖房ONすると
日射熱が入る前に
室温が高くなってしまう

十分温まってから
部屋に日射が入ってくると
室温が高くなりすぎて暑い 暑いと

窓を開けたり
日射を防いだりで
せっかくの
太陽熱がムダに！

昼間の太陽熱が
夕方に届かないので
室温が下がって
結局暖房が必要に

快適
温度帯

快適
温度帯

朝起きた時に
寒さを感じない室温を
キープできるかが鍵！

素早く暖かく

日中の太陽熱は躯体で蓄熱し
オーバーヒートを抑える

夜間に躯体から放熱することで
夕方・夜も室温を下支え！

健康範囲での温度変化は
着衣の調整などで
対応しよう！

温度

普通の住宅

断熱＋日射取得＋蓄熱
朝日をキッチンや
ダイニングに導けば
朝の活動空間が

断熱＋日射取得＋蓄熱で建物の地力だけで快適な温熱環境を無暖房で実現！
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日がよく当たる窓から
日射をしっかりゲット！

吹抜けを活用して
２階窓の日射を
１階まで下す

北側も含めて
太陽熱が建物全体に
広がる工夫を

昼の太陽熱を躯体に蓄熱し
夜に放熱することで １
日中室温が安定！

特定の温度帯で集中的に蓄放熱する
潜熱蓄熱体（PCM)なら
少量で大量の熱を蓄え
室温安定効果も大きい

断熱＋日射取得＋蓄熱で無暖房住宅は実現可能
建物自体での対策は効果が長持ち 普及すれば低コスト化が可能！

119

潜熱蓄熱体PCMの研究は
日本が世界をリード

JIS規格案も策定済
今後の普及に期待！



120
太陽エネルギーだけで暖房・冷房・換気・給湯の全てを賄うシステムも登場

出展：OMソーラー OMX



日本の気候は多様！地域の実情に合わせた住宅政策の展開を
121
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日本の断熱をリードしてきた北海道

北海道の工務店は、その寒冷な気候に対応すべく、多くの苦労と試行錯誤を重ねながら、
全国に先駆けて断熱・気密・防露技術を確立し、日本中に普及させてきたと自負している。

北海道において、北方型住宅を軸として発展してきた断熱・気密・暖房・換気を基本とした
省エネ技術のうちその躯体側の技術である断熱・気密は現在一定のレベルに達した。

断熱厚は高性能GW換算200〜300mm、C値0,5以下、UA値0,25前後といった、高断熱・高
気密を低コストで実現できるよう、部材の低廉化や設計・施工の合理化を常に行ってきた。

国の省エネ基準はもちろんのこと、より高い性能を実現する、設計・施工技術に熟達した
工務店が一定数、層として存在していることが北海道の特長である。

地元行政の方でも、地域に根差した北方型住宅の普及施策を積極的に行っている。こうし
た地元主体の取り組みを、国は積極的に評価すべきである。

地域に適した省エネ・再エネ技術の反映

低炭素社会へ向けた次なる省エネ技術は蓄熱と思われる。（素材の開発と駆体）

また北海道の伝統的暖房装置である薪ストーブの再評価。

本来のZEHをどう捉えるかを地域特性（気候、住文化等）を加味して再構築する必要があ
ると思われる。設備系省エネ機器はその中に位置づけされるべきである。

北海道の多くの地域は冬に積雪が多く、太陽光発電には必ずしも向いていない。太陽光
ありきの現在の経産省ZEH評価ソフトの高度化（薪ストーブ評価、蓄熱評価）が必要である。

武部建設株式会社代表取締役

（一社）北海道ビルダーズ協会
代表理事

武部豊樹

地域の特性と地元工務店の自発的な取り組み 新しい技術を国は積極的に評価すべき 123



１次エネ計算WEBプログラムでは評価されない「未評価技術」が多い

国交省
省エネ基準の適否判定のために
限られた省エネ対策や設備を
確実に評価することを重視して

WEBプロを開発・管理

経産省
ZEHもWEBプロで評価するが
新技術がなかなか反映されないので
新技術に誘導できない

WEBプロは省エネ基準→ZEHまでを見越して、新技術も積極的に評価されるべきでは？
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建物の断熱性能
ZEH標準外皮
断熱等級５？

ZEHステップアップ外皮
断熱等級６？

旧基準
(1980)

新基準
(1992)

次世代基準
(1999)

エネルギー自立住宅

ZEH Ready

ZEH Ready

＋太陽光発電

ネットゼロエネ
ZEH

ネットゼロエネ
ZEH＋
＋太陽光発電

建築物省エネ法
１次エネ等級４

断熱のみ規定・設備効率不問・任意

１次エネ等級５

１次エネ15%減

１次エネ20%減

省エネ性能

１次エネ基準値

基準値から10%減

BEI 0.8★★★★★
BEI 0.85★★★★

BEI 0.9★★★

BEI 1.0★★

省エネ
ラベリング

オールシーズン
ゼロエネ
通年で差し引き
ゼロエネ

基準値から25%減
基準値から20%減

基準値から15%減

暖房不要のエネルギー自立住宅はメリットいっぱい

断熱等級２ 断熱等級３ 断熱等級４

ZEHは究極にあらず 地域の気候に合わせた自然エネルギー活用へのサポートが必要！




